
　
扶
助
費
の
さ
ら
な
る
増
大
や
、
学

校
等
の
公
共
施
設
更
新
需
要
等
の
条

件
を
抱
え
た
中
で
編
成
さ
れ
た
の
が
、

平
成
19
年
度
予
算
で
あ
る
。

　
執
行
の
ほ
と
ん
ど
は
「
こ
ど
も
、

く
ら
し
、
ま
ち
づ
く
り
、
行
政
改
革
」

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
て
当
選
し

た
近
藤
区
長
に
よ
る
取
り
組
み
で
、

協
働
を
基
本
理
念
に
、
行
政
評
価
制

度
や
第
二
次
構
造
改
革
戦
略
行
動
計

画
に
沿
っ
た
区
政
運
営
が
な
さ
れ
た
。

　
普
通
会
計
決
算
は
、
実
質
収
支
が

77
億
７
千
700
万
円
の
黒
字
で
、
引
き

続
き
良
好
な
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
よ
り

2.1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
74.9
％
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
４

つ
の
財
政
健
全
化
指
標
の
公
表
が
求

め
ら
れ
た
が
、
当
区
に
お
い
て
は
特

に
問
題
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
区
税
収
入
は
、
対
前
年
度

比
15.6
％
、
59
億
円
の
増
額
と
な
っ
た

が
、
自
主
財
源
確
保
と
い
う
点
で
は

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
、
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費

の
伸
び
が
さ
ら
に
予
想
さ
れ
る
中
、

学
校
等
の
公
共
施
設
更
新
需
要
等
か

ら
、
引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
監
査
報
告
で
も
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
事
業
変
更
等
が
多
く
見

ら
れ
、
事
業
経
費
の
見
積
も
り
は
、

さ
ら
な
る
適
正
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　
本
決
算
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
や
全
小
・
中
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配

備
等
は
、
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
取
り
組
み
と
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架

化
の
取
り
組
み
は
、
区
民
、
議
会
、

執
行
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
国
や
都

に
要
請
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
新
規

着
工
準
備
箇
所
と
し
て
採
択
さ
れ
る

等
大
い
に
評
価
で
き
、
今
後
の
継
続

的
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

　
一
方
、
本
特
別
委
員
会
の
質
疑
か

ら
、
区
長
と
幹
部
職
員
の
間
で
本
当

に
信
頼
関
係
が
あ
る
の
か
、
大
変
危

惧
し
て
い
る
。
今
後
は
、
区
の
ト
ッ

プ
と
し
て
、
真
に
一
体
感
の
あ
る
行

政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
努

力
し
て
頂
き
た
い
。

　
最
後
に
、
本
特
別
委
員
会
で
指
摘

し
た
様
々
な
提
案
及

び
要
望
事
項
を
尊
重

し
、
そ
の
実
現
に
努

力
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

　
平
成
19
年
度
は
、
歳
出
の
う
ち
民

生
費
が
対
前
年
度
比
8.7
％
増
の
１
千

94
億
円
、
性
質
別
で
は
扶
助
費
が
４

％
増
の
622
億
円
の
一
方
、
歳
入
は
特

別
区
民
税
及
び
都
区
財
政
調
整
交
付

金
が
増
収
・
増
額
と
な
っ
た
。
一
般

財
源
の
総
額
で
は
対
前
年
度
比
1.9
％

に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
全
体
を
通
し

て
数
字
上
は
良
好
な
水
準
を
保
ち
、

区
債
の
償
還
や
基
金
の
積
立
等
は
順

調
に
推
移
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
米
大
手
証
券
会
社
の
経

営
破
綻
に
端
を
発
し
た
深
刻
な
金
融

危
機
に
よ
り
、
来
年
度
以
降
は
交
付

金
の
減
額
が
予
想
さ
れ
る
。
コ
ス
ト

の
限
り
な
き
縮
減
を
進
め
る
と
と
も

に
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

社
会
の
進
行
に
合
わ
せ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
や
、
公
共
施
設
の
機

能
見
直
し
の
検
討
が
大
切
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
協
働
」
は
足
立
区
の
重

要
施
策
で
あ
る
。
民
間
企
業
と
の
協

働
は
進
行
し
て
い
る
が
、
今
後
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
始
め
と
す
る
区
民
と
の
協
働

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
平
成
19
年
度
は
、
区
長
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
基
づ
き
、
我
が
党
が
提
案
・

要
望
し
て
い
た
妊
産
婦
無
料
検
診
の

回
数
増
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

充
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
開
業
に
伴
う
環
境
整

備
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
等
を
実

現
し
た
事
は
高
く
評
価
で
き
、
ま
さ

に
「
子
ど
も
の
未
来
と
ま
ち
の
活
力

を
育
む
」
予
算
執
行
で
あ
っ
た
。

　
我
が
国
で
は
、
高
齢
社
会
が
着
実

に
進
行
し
て
い
る
。
足
立
区
で
も
「
高

齢
者
支
援
」
を
求
め

る
声
が
非
常
に
強
く
、

高
齢
者
へ
の
き
め
細

か
な
配
慮
を
今
後
の

予
算
編
成
で
取
り
組

む
よ
う
要
望
す
る
。

　
最
後
に
、
本
特
別
委
員
会
に
お
け

る
我
が
党
の
質
問
の
う
ち
、
特
に
見

直
し
時
期
に
あ
る
介
護
保
険
に
お
い

て
は
、
効
果
あ
る
介
護
予
防
ス
キ
ー

ム
を
作
り
、
23
区
で
一
番
と
言
え
る

体
制
を
実
現
し
、
保
険
料
決
定
に
つ

い
て
も
慎
重
な
対
応
を
要
望
す
る
。

　
そ
の
他
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移

行
へ
の
支
援
、
子
育
て
支
援
、
防
災

対
策
、
教
育
等
、
区
政
全
般
に
わ
た

る
多
く
の
提
案
、
要
望
及
び
指
摘
事

項
を
区
民
の
声
と
し
て
真
摯
に
受
け

止
め
、
来
年
度
予
算
に
反
映
し
、
ど

こ
ま
で
も
区
民
の
目
線
に
立
っ
て
区

政
執
行
に
あ
た
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
平
成
19
年
度
は
、
住
民
税
フ
ラ
ッ

ト
化
等
で
大
幅
に
税
収
が
増
え
た
が
、

区
民
に
は
63
億
円
の
増
税
と
な
っ
た
。

納
税
者
の
63
％
が
年
収
200
万
円
以
下

で
あ
り
、
分
納
相
談
も
激
増
し
て
い

る
。
我
が
党
は
、
保
育
料
の
保
護
者

負
担
軽
減
等
、
35
項
目
の
新
規
、
拡

充
事
業
の
予
算
組
替
え
を
提
案
し
、

年
度
途
中
も
支
援
策
を
求
め
て
き
た

が
、
区
長
は
拒
否
し
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
19
年
度
行
政
評
価
で
、

千
住
児
童
館
・
老
人
館
の
廃
止
、
保

育
料
の
値
上
げ
等
を
評
価
す
る
姿
勢

は
、
区
民
の
願
い
に
背
を
向
け
て
い
る
。

　
年
度
当
初
647
億
円
あ
っ
た
積
立
金

は
、
880
億
円
に
増
え
た
。
全
国
で
見

れ
ば
、
足
立
区
は
極

め
て
優
秀
な
財
政
指

標
で
あ
る
。
灯
油
購

入
費
補
助
等
の
生
活

支
援
、
建
設
業
者
へ

の
資
材
高
騰
対
策
、
介
護
施
設
へ
の

食
事
代
補
助
、
保
育
園
・
学
童
保
育

室
の
待
機
児
解
消
等
、
来
年
度
予
算

に
反
映
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
足
立
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ア
ー
ツ
に
つ
い
て
、
問
題
が
生

じ
て
い
る
時
に
は
多
額
の
税
を
投
入

し
、
改
善
さ
れ
た
こ
の
時
期
に
会
社

を
議
会
の
議
決
に
反
し
て
解
散
、
し

か
も
、
株
主
総
会
で
解
散
決
定
す
る

前
に
、
株
の
買
取
価
格
ま
で
決
め
よ

う
と
す
る
、
そ
の
強
引
で
性
急
な
や
り

方
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
第
一

に
、
３
年
間
で
67
億
円
も
の
介
護
給

付
費
残
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
介
護
取
り
上
げ
、
利
用
抑
制
が

進
ん
で
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
。

　
第
二
に
、
国
が
国
庫
補
助
を
値
切
っ

た
た
め
、
23
億
円
も
の
不
足
額
が
生

じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
65
歳

以
上
の
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
区
は
介
護
保
険
料
算
定

で
、
420
円
の
保
険
料
値
上
げ
を
し
、

４
千
800
円
に
す
る
と
提
案
し
た
が
、

22
億
円
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
値
上
げ

し
な
い
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
は
、
こ

う
し
た
国
の
制
度
改
悪
と
区
の
姿
勢

が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
到
底

認
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
は
、
定
率
減
税
廃
止
に
よ
る
負

担
増
に
加
え
、
均
等
割
で
１
千
800
円

も
値
上
げ
さ
れ
、
所
得
の
低
い
人
ほ

ど
負
担
が
重
く
、
到
底
認
定
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

　
平
成
19
年
度
は
鈴

木
区
政
最
後
の
予
算

編
成
で
あ
り
、
そ
れ

を
近
藤
区
政
が
引
き

継
い
で
実
行
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
で
は
、
平
成
18
年

度
比
23
億
円
の
増
、
鉄
道
立
体
化
推

進
事
業
や
学
校
等
公
共
施
設
の
更
新

等
へ
の
積
立
基
金
は
775
億
円
に
増
え
、

起
債
残
高
は
１
千
12
億
円
に
減
少
す

る
等
、
一
定
の
評
価
は
で
き
る
。

　
し
か
し
、
一
般
財
源
は
歳
入
の

44
％
も
占
め
る
財
政
調
整
交
付
金
に

強
く
依
存
し
、
特
別
区
税
は
59
億
円

増
え
た
が
、
そ
の
割
合
は
18.4
％
と
低

い
。
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源

の
割
合
が
他
自
治
体
と
比
べ
て
も
か

な
り
低
い
こ
と
等
、
構
造
的
な
問
題

の
解
決
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
特
別
区
税
の
収
入
未
済
額

33
億
円
、
国
民
健
康
保
険
料
の
不
納

欠
損
額
38
億
円
、
収
入
未
済
額
74
億

円
等
、
税
・
保
険
料
の
滞
納
や
扶
助

費
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
増
大
等
、
社

会
保
障
制
度
全
体
の
あ
り
方
を
抜
本

的
に
見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
。

　
原
油
高
や
物
価
高
に
よ
り
、
中
小

企
業
、
個
人
商
店
の
経
営
や
区
民
生

活
を
ひ
っ
迫
し
、
景
気
後
退
が
強
く

懸
念
さ
れ
る
。
区
民
の
た
め
に
何
が

で
き
、
何
を
す
べ
き
か
改
め
て
見
つ

め
直
す
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
次
の
諸
点
を
指
摘
し
た
。

　
住
民
票
自
動
交
付
機
、
軽
自
動
車

税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ふ
る
さ
と
納

税
、
足
立
区
育
英
資
金
の
改
革
、
自

転
車
専
用
道
及
び
自
転
車
利
用
新
シ

ス
テ
ム
の
検
討
、
日
雇
い
派
遣
・
フ

リ
ー
タ
ー
・
ニ
ー
ト
の
若
年
層
の
就

労
支
援
、
特
別
区
税
の
収
入
未
済
額
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み
、
外

国
人
と
の
多
文
化
共
生
、
あ
だ
ち
キ
ッ

ズ
ぱ
れ
っ
と
の
運
用
の
仕
方
、
図
書

館
施
設
の
充
実
。

　
特
に
、
シ
ア
タ
ー
１
０
１
０
に
つ

い
て
は
、
株
式
会
社
足
立
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ア
ー
ツ
の
選
定
を
３
月
の
本
会

議
で
全
会
一
致
で
議
決
し
た
後
に
政

策
変
更
を
行
い
、
環
境
サ
ミ
ッ
ト

in
足
立
で
は
、
当
初
予
算
の
10
倍
を

支
出
し
た
。
さ
ら
に
、
流
用
や
工
事

見
積
の
誤
り
が
続
い
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
政
策
判
断
に
一
層
の
緊
張

感
を
求
め
る
。

　
以
上
、
こ
れ
ら
の
指
摘
事
項
に
つ

い
て
、
今
後
の
区
政
運
営
や
政
策
に

反
映
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。


